
わらべうたのメリット
言葉・数の概念が身につく
運動能力・リズム感を高める
社会性・認知機能の発達を促す
自己肯定感を高める
人との触れ合いを通じて愛着を形成できる

1
2
3
4
5

昔から子どもたちによって歌い継がれてきたもので、
歌と遊びがセットになっています。
子どもが自然に口ずさみやすい音で構成されており、
リズムやメロディーなどは、子どものはなしことばがも
とになっています。

「わらべうた」で楽しく遊ぼう！

【問】生涯学習課　☎（0879）26-9974

【
さ
ぬ
き
市
】

〇
ク
ラ
ブ
対
抗
団
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と
　
き
　
２
月
１
日（
日
）

と
こ
ろ
　
津
田
体
育
館

〇
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

と
　
き
　
２
月
22
日（
日
）

と
こ
ろ
　
長
尾
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
問
】さ
ぬ
き
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
　

☎（
0
8
7
9
）２
６・９
９
７
４

1
月・2
月
行
事
予
定

【
さ
ぬ
き
市
】

【
津
田
地
区
】

【
志
度
地
区
】

【
大
川
地
区
】

〇
さ
ぬ
き
市
秋
季
グ
ル
ー
プ
対
抗
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

10
月
26
日（
日
）長
尾
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

1
部
　
優
　
勝
　
マ
ー
ベ
ラ
ス
S
大
阪
＆

イ
ソ
ッ
プ
海
賊
団

準
優
勝
　
ア
ル
フ
ァ

2
部
　
優
　
勝
　
み
た
ら
し
団
子

準
優
勝
　
B
R
E
A
K
　
B
A
C
K

3
部
　
優
　
勝
　
ヒ
ル
ズ

準
優
勝
　
M
i
k
i〝
G
〞

〇
さ
ぬ
き
市
長
杯
争
奪
柔
道
大
会

10
月
26
日（
日
）寒
川
高
校
武
道
場

小
学
生
団
体
低
学
年
の
部

優
　
勝
　
東
か
が
わ
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

準
優
勝
　
志
度
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

小
学
生
団
体
高
学
年
の
部

優
　
勝
　
志
度
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

準
優
勝
　
志
度
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B

園
児
個
人
の
部

優
　
勝
　
北
村
　
彩
乃

小
学
生
個
人
低
学
年
の
部

優
　
勝
　
尾
﨑
架
々
瑛（
志
度
）

準
優
勝
　
岡
﨑
い
お
り（
志
度
）

小
学
生
個
人
中
学
年
の
部

優
　
勝
　
乙
武
　
歩
　（
志
度
）

準
優
勝
　
多
田
　
勢
空（
志
度
）

小
学
生
個
人
高
学
年
の
部

優
　
勝
　
多
田
　
凛
咲（
志
度
）

準
優
勝
　
佐
治
莉
愛
良（
志
度
）

中
学
生
男
子
団
体
の
部

優
　
勝
　
さ
ぬ
き
南
中
学
校

中
学
生
女
子
団
体
の
部

優
　
勝
　
志
度
中
学
校

中
学
生
個
人
男
子
の
部

優
　
勝
　
土
岐
　
篤
志（
長
尾
）

準
優
勝
　
冨
田
　
一
護（
さ
ぬ
き
南
）

中
学
生
個
人
女
子
の
部

優
　
勝
　
市
原
　
桃
子（
志
度
）

準
優
勝
　
須
田
　
理
央（
志
度
）

女
子
選
手
権
の
部

優
　
勝
　
高
田
英
立
香

準
優
勝
　
川
野
　
莉
沙

高
校・一
般
団
体
の
部

優
　
勝
　
志
度
柔
道
B

準
優
勝
　
志
度
柔
道
A

〇
津
田
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
月
例
会

10
月
12
日（
日
）津
田
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
練
習
場

優
　
勝
　
名
和
　
等
　
　
63
打

準
優
勝
　
大
江
　
長
夫
　
63
打

第
３
位
　
中
川
　
敏
雄
　
64
打

〇
志
度
地
区
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
２
日（
日
）志
度
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優
　
勝
　
　
倉
山
　
昌
典G80 

H
6・72 

N
73・28

準
優
勝
　
　
山
下
　
周
二G78 

H
3・84 

N
74・16

第
3
位
　
　
鶴
身
　
雅
之G80 

H
5・76 

N
74・24

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
　
山
下
　
周
二G78 

H
3・84 

N
74・16

団
体
優
勝
　
ビ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ

G
243 

H
16・32 

N
222・68

N
平
均
75・56

〇
大
川
町
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
川
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
杯
大
会

10
月
7
日（
火
）時
友
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝
　
木
村
　
正
和
　
59
打

準
優
勝
　
竹
本
千
恵
子
　
60
打

第
３
位
　
川
西
カ
ズ
子
　
63
打

〇
大
川
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
第
3
回
部
内
大
会

10
月
28
日（
火
）時
友
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝
　
寺
村
　
弘
　
　
56
打

準
優
勝
　
大
山
　
博
　
　
56
打

第
３
位
　
村
瀬
　
幸
代
　
56
打

〇
大
川
町
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
第
3
回
大
川
地
区

ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
杯
大
会

11
月
11
日（
火
）時
友
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝
　
寺
村
　
弘
　
　
54
打

準
優
勝
　
杉
本
　
和
恵
　
55
打

第
３
位
　
木
村
　
茂
夫
　
58
打

大
　
会
　
結
　
果

【
寒
川
地
区
】

〇
卓
球
大
会

日
　
　
時
　
３
月
１
日（
日
）　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
受
付
、８
時
50
分
開
始

会
　
　
場
　
神
前
体
育
館

参
加
資
格
　
寒
川
地
区
在
住
者・出
身
者・　
　
　

事
業
所
勤
務
者

参 

加 

料
　
無
料

申
込
締
切
　
２
月
18
日（
水
）

申 

込 

先
　
寒
川
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ま
で
　
　
　

寒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
事
務
所

【
問
】大
風
　
愛
　
☎（
０
９
０
）1
3
2
5・5
7
2
6

〇
卓
球
教
室

日
　
　
時
　
２
月
７
日
、14
日
、21
日
、28
日（
土
）

20
時
〜
22
時

会
　
　
場
　
神
前
体
育
館

準 

備 

物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

そ 

の 

他
　
全
部
で
な
く
て
も
、
い
ず
れ
か
の
日

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
小
・
中
学
生

の
参
加
は
必
ず
保
護
者
等
の
送
迎
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】大
風
　
愛
　
☎（
０
９
０
）1
3
2
5・5
7
2
6

実
　
施
　
要
　
項

★
志
度
剣
和
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
★

〇
創
立
20
周
年
記
念
剣
道
大
会

10
月
19
日（
日
）

チ
ー
ム
剣
和
会
A
　
敢
闘
賞

小
島
　
海
勢
　
大
江
　
凛
　
長
谷
　
梨
希
　

松
原
　
颯
佑
　
谷
口
　
紗
千

チ
ー
ム
剣
和
会
B
　
敢
闘
賞

宮
本
　
夏
翠
　
池
田
茉
莉
咲
　
武
富
　
慶
　

榎
本
　
空
虎
　
中
井
　
惺
梛

～市内の小・中学生の作文～
さぬき市のホームページでも

紹介しています！

理
解
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　

 

中
学
校
三
年

　
私
は
こ
の
作
文
の
テ
ー
マ
を
、母
の
病
気
の

こ
と
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。し

か
し
、い
ざ
書
こ
う
と
な
る
と
母
の
病
気
の
こ

と
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。家
族
の
病
気
を
知
ら
な
い
こ
と
に
恥

ず
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。し
か
し
、だ
か
ら

こ
そ
こ
の
機
会
に
知
る
べ
き
だ
と
思
い
、母
に

病
気
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
母
の
病
気
は
発
熱
や
激
し
い
炎
症
を
繰
り

返
す
、非
常
に
希
少
な
難
治
性
の
病
気
で
す
。

日
本
で
の
患
者
数
は
百
名
程
で
す
。私
の
弟

も
同
じ
病
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
寒
い
日
の
冬
の
こ
と
で
す
。弟
が
高

熱
を
出
し
ま
し
た
。こ
ん
な
と
き
は
頭
を
冷

や
す
と
痛
み
や
つ
ら
さ
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
を
知
っ
て
い
る
の
で
気
づ
い
た
と

き
は
手
伝
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。で
も
な
ぜ

か
い
つ
も
少
し
く
や
し
い
気
持
ち
が
あ
り
ま

す
。私
は
な
ぜ「
く
や
し
い
」と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
た
の
か
考
え
ま
し
た
。そ
し
て
結
論
と
し

て
私
は
そ
の
病
気
で
な
い
の
で
つ
ら
さ
が
分

か
ら
な
い
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。ど
う

そ
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
も
痛
み
や
つ
ら

さ
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。毎
回
、痛
そ
う
、つ

ら
そ
う
な
ど「
〇
〇
そ
う
」と
い
う
言
葉
で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。そ
の
こ
と
を

私
は
く
や
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。家
族
な
の
で
き
っ
と
ほ
か
の
人
よ
り
か
は

分
か
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

本
当
の
つ
ら
さ
や
痛
み
は
そ
の
本
人
に
し
か

分
か
り
ま
せ
ん
。そ
の
こ
と
を
私
は
家
族
と

し
て
と
て
も
さ
み
し
く
、そ
し
て
、く
や
し
く

思
い
ま
す
。

　
こ
の
作
文
で
、母
に
私
の
考
え
、思
っ
て
き

た
こ
と
を
伝
え
る
と
、母
が
手
紙
を
書
い
て

く
れ
ま
し
た
。そ
の
手
紙
は
、「
分
か
ろ
う
と
し

相
手
の
気
持
ち
を
分
か
ろ
う
と
す
る

こ
と
自
体
が
、す
で
に
相
手
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
家
族
と
の

か
か
わ
り
中
で
学
び
、こ
れ
か
ら
先
ど

の
よ
う
な
自
分
に
な
り
た
い
か
、ど
う

行
動
し
た
い
か
と
い
う
考
え
に
結
び
つ

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。お
互
い
を
思
い
合
う
優
し
さ

と
感
謝
の
気
持
ち
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
温
か
い
作
文
で
す
。

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。本
人
し
か

分
か
ら
な
い
こ
と
も
同
じ
目
線
で
見
て
考
え

よ
う
と
す
る
こ
と
は
そ
れ
も
理
解
の
一
つ
に

つ
な
が
る
と
思
う
。そ
う
い
う
思
い
を
持
つ
人

が
い
て
く
れ
る
こ
と
で
支
え
ら
れ
る
し
、生
き

て
い
け
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。私
は
ま

ず
こ
う
や
っ
て
返
事
を
も
ら
え
て
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。そ
し
て
こ
ん
な
私
の
思
い

が
母
を
救
っ
て
い
る
と
思
う
と
、私
に
も
母
の

力
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
思
え
ま
し

た
。ま
た
、私
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
母
が
い

て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
幸
せ
な
こ
と
な

の
だ
と
思
え
ま
し
た
。

　
病
気
な
ん
て
関
係
な
く
、私
の
こ
と
を
大

事
に
思
っ
て
、た
く
さ
ん
無
理
を
し
つ
つ
も
育

て
あ
げ
て
く
れ
た
母
に
は
感
謝
し
か
な
い
で

す
。私
は
こ
う
や
っ
て
思
う
だ
け
で
つ
ら
さ
や

痛
み
を
理
解
で
き
て
い
な
い
け
れ
ど
、母
が
教

え
て
く
れ
た
よ
う
に
何
事
に
も
同
じ
目
線
で

見
て
考
え
行
動
で
き
る
、そ
ん
な
人
に
な
り

た
い
で
す
。そ
し
て
、人
の
つ
ら
さ
や
痛
み
を

少
し
で
も
分
か
ろ
う
と
寄
り
添
え
る
人
に
な

り
、人
の
気
持
ち
を
救
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

「わらべうた」って？ 「わらべうた」の種類は？
・子守歌　…江戸子守歌、竹田の子守歌
・数え歌　…おべんとうばこのうた
　　　　　　いちじくにんじん
・絵描き歌…かわいいコックさん
　　　　　　あひるのこ
・手遊び歌
 ひとりで…ちゃつぼ
　　　　　　ずくぼんじょ
 二人で　…げんこつ山のたぬきさん
　　　　　　お寺の和尚さん、おちゃらかほい
 集団で　…はないちもんめ、あぶくたった
　　　　　　ひらいたひらいた、通りゃんせ
・てまり歌…いちばんはじめは一宮
　　　　　　あんたがたどこさ

昔ながらの生活に密着し受け継がれているわらべうたは、多くの
人があたたかい思い出とともに「どこかで聞いたことがある」「子ど
もの頃に歌ったことがある」と感じるもの。
わらべうたは、子どもとの絆を深め、日本人としての心や脳、感覚
の発達、情操などの面で多くのメリットがあります。日々のさまざま
な場面でわらべうたを取り入れていきたいですね。
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